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鈴木　裕也 　

日本語史Ⅱ

Historical Linguistics of Japanese Ⅱ

日本語史（中世、近世、近代）

2 1～4 後期 火曜･２時限

人文第４講義室

非該当

授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２２Ｌカリ, ２０２１Ｌカリ, ２０２０Ｌカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】自明とされる事柄に対し、深くそ 日本語学（日本語史）の基本的事項について理解することで、
の根拠を問い直し新たな認識を構築できる思索力 日本語について疑問や関心を持つことができるようになる。

⇔

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】異質・多様なものを理解し、寛容 日本語についての疑問や関心を持ち、日本語の分析方法を修得
かつ多元的に判断することができる受容力 することができるようになる。

⇔

２０２６Lカリ, ２０２５Ｌカリ, ２０２４Lカリ, ２０２３Ｌカリ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】人文学部人文学科の学士（文学） 日本語学（日本語史）の基本的事項について理解することで、
の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力が身についている。 日本語について疑問や関心を持ち、日本語の分析方法を修得す
【思索力・受容力・批判力】 ることができるようになる。

⇔

授業で学べる「テーマ」 芸術文化

全学横断特別教育プログラム

授業の概要 日本語学とは、日本語を研究する学問である。現代日本語を考える上でも、過去の日本語と比較する視点
は欠かすことができない。本授業は、日本語史（日本語の歴史）の基本的事項を概説することを目的とす
る。「日本語史Ⅱ」では、中世、近世、近代（鎌倉時代から明治時代）を対象とする。

授業計画 第１回　ガイダンス、助動詞の変遷
第２回　拗音、和製漢語
第３回　歌学、定家仮名遣い
第４回　講読Ⅳ（聞書、抄物）
第５回　動詞の変遷
第６回　係り結び
第７回　長音、四つ仮名
第８回　講読Ⅴ（キリシタン資料）
第９回　出版、条件表現
第10回　上方語と江戸語
第11回　国学、歴史的仮名遣い
第12回　新漢語、外来語
第13回　言文一致
第14回　講読Ⅵ（江戸語資料）
第15回　国語辞書と文法書の成立、授業アンケート
期末試験

成績評価の方法 期末試験により評価する（100％）。期末試験は論述式で行い、日本語学（日本語史）の基本的事項を理
解し、説明できるかどうかを評価の基準とする（持ち込み不可）。

成績評価の基準 日本語学（日本語史）の重要事項を最低限理解し表現できる水準への評価は「可（その水準にある）」
日本語学（日本語史）の重要事項を正確に理解し表現できる水準への評価は「良（やや上にある）」
日本語学（日本語史）の全体を理解し表現できる水準への評価は「優（かなり上にある）」
日本語学（日本語史）の全体を理解し自主的な学習の成果が認められる水準への評価は「秀（卓越してい
る）」
上記に至らないものは「不可」

事前事後学習の内容 各回で取り扱った内容で理解できなかった部分・興味を持った部分について、参考書・各回の資料に挙げ
る参考文献を読む。日本語学に興味を持っている方は、以下の参考書を一読することを推奨する。期末試
験前は、授業資料や参考書などで日本語学の基本的事項を復習する。

履修上の注意 　高等学校までで学ぶ文法事項を復習し、理解しておく。不安な方は高等学校で用いていた文法書を持参
するとよい。
　「日本語学概論ⅠⅡ」「日本語史Ⅰ」を合わせて履修することを推奨する。日本語学の内容は難解なも
のが多いので、合わせて履修することで理解が深まる。「日本語史Ⅱ」は「日本語史Ⅰ」と連続する内容
である。

質問、相談への対応 質問・相談用のformsにて受け付ける（URLはeALPSに掲載する）。

教科書 指定しない。

参考書 購入は必須ではない。
衣畑智秀（編）2023『基礎日本語学（第2版）』（ひつじ書房）9784823411953、1800円
木田章義（編）2013『国語史を学ぶ人のために』（世界思想社）9784790715962、2900円



参考書 風間喜代三・上野善道・松村一登・町田健2004『言語学（第2版）』（東京大学出版会）9784130820097、
2500円
佐藤武義（編）1995『概説日本語の歴史』（朝倉書店）9784254510195、2900円
野村剛史2010『話し言葉の日本史』（吉川弘文館）9784642057110、1870円


